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質問書に対する回答 
（工事名）札樽自動車道 小樽 IC～銭函 IC 間橋梁補修工事  

質問事項と回答 

番号 質問事項 回  答 

１ 

伸縮装置取替 E1a 及び E3a において、既設伸縮装置撤去後

に行う遊間部および床版端部の劣化コンクリートのはつ

りは、ウォータジェット工法で行うのでしょうか。それと

も打撃工法で行うのでしょうか。 

設計図６５／７２ページの伸縮装置に記載のとおり、床版はつり処理面から１００ｍ

ｍの位置までをＷＪ工法を想定しています。 

２ 

伸縮装置取替を行う際の交通規制について、神威橋下り線

A1 は「連続車線規制 C（昼夜連続 4 泊 5 日）」であるのに

対し、張碓大橋上り線 P2は「連続車線規制 A（昼夜連続 2

泊 3 日」と特記仕様書の p.24 に記載されております。 

 神威橋下り線 A1は、既設ジョイントが「鋼製」、深さが

「360」、幅が「400+380」、延長が「9.264m」であるのに対

し、張碓大橋上り線 P2は、既設ジョイントが「鋼製」、深

さが「360」、幅が「360+360」、延長が「9.000m」であり、

施工条件に大きな差はないものと考えられます。 

 それにも関わらず、交通規制の日数（作業日数）に差が

あるは何故でしょうか。（神威橋 5 日、張碓大橋 3日） 

神威橋および張碓大橋ともに既設伸縮装置の撤去から新設の伸縮装置の設置までに要

する日数を想定しております。 



番号 質問事項 回  答 

３ 

設計図の p.65 の『コンクリート除去工・断面修復工詳細

図』に、伸縮装置のコンクリート除去工は「WJ 工法＋打

撃工法」と記載されております。 
WJ 工法と打撃工法の数量を教えて頂けませんでしょう

か。 
 

設計図の朝里川橋 コンクリート除去工・断面修復工詳細図（11/72～16/72 頁）にお

ける凡例「補修範囲（床版下面端部）」及び伸縮装置取替詳細図（18/72～19/72 頁）に

記載の寸法を対象とし、65/72 頁に示す、床版はつり処理面から１００ｍｍの位置ま

でをＷＪ工法で、１００ｍｍを超える範囲を打撃工法という考え方で数量を算出願い

ます。 

 

以   上 


